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コンビニ業種とは

産業分類

579 その他の飲食料品小売業

5791 コンビニエンスストア（飲食料品を中心とするものに限る）

5792 牛乳小売業

5793 飲料小売業（別掲を除く）

5794 茶類小売業

5795 料理品小売業

5796 豆腐・かまぼこ等加工食品小売業

5797 乾物小売業

5799 他に分類されない飲食料品小売業
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日本の経済産業省の商業統計での業態分類としての「コンビニエンスストア」日本の経済産業省の商業統計での業態分類としての「コンビニエンスストア」日本の経済産業省の商業統計での業態分類としての「コンビニエンスストア」日本の経済産業省の商業統計での業態分類としての「コンビニエンスストア」
の定義は、飲食料品を扱い、売り場面積の定義は、飲食料品を扱い、売り場面積の定義は、飲食料品を扱い、売り場面積の定義は、飲食料品を扱い、売り場面積30平方メートル以上平方メートル以上平方メートル以上平方メートル以上250平方メートル平方メートル平方メートル平方メートル

未満、営業時間が未満、営業時間が未満、営業時間が未満、営業時間が1日で日で日で日で14時間以上のセルフサービス販売店を指す。時間以上のセルフサービス販売店を指す。時間以上のセルフサービス販売店を指す。時間以上のセルフサービス販売店を指す。

なお、コンビニエンスストアという名称における「コンビニエンス」については、本なお、コンビニエンスストアという名称における「コンビニエンス」については、本なお、コンビニエンスストアという名称における「コンビニエンス」については、本なお、コンビニエンスストアという名称における「コンビニエンス」については、本
来は“日用に供する食品・商品来は“日用に供する食品・商品来は“日用に供する食品・商品来は“日用に供する食品・商品=コンビニエンス商品を扱う店”という意味であっコンビニエンス商品を扱う店”という意味であっコンビニエンス商品を扱う店”という意味であっコンビニエンス商品を扱う店”という意味であっ

たが、日本では“利便性たが、日本では“利便性たが、日本では“利便性たが、日本では“利便性=コンビニエンスの店”と一般的に解釈されている。コンビニエンスの店”と一般的に解釈されている。コンビニエンスの店”と一般的に解釈されている。コンビニエンスの店”と一般的に解釈されている。



売上高比較（小売業の売上高推移）
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国内小売業全体の市場規模は、９６年の１４６兆円をピークに０２年には１３２兆円に縮小し、国内小売業全体の市場規模は、９６年の１４６兆円をピークに０２年には１３２兆円に縮小し、国内小売業全体の市場規模は、９６年の１４６兆円をピークに０２年には１３２兆円に縮小し、国内小売業全体の市場規模は、９６年の１４６兆円をピークに０２年には１３２兆円に縮小し、
ここ数年は１３５兆円から１３９兆円の間で推移ここ数年は１３５兆円から１３９兆円の間で推移ここ数年は１３５兆円から１３９兆円の間で推移ここ数年は１３５兆円から１３９兆円の間で推移
� 百貨店は縮小（９８年百貨店は縮小（９８年百貨店は縮小（９８年百貨店は縮小（９８年10.7兆円兆円兆円兆円→１３年１３年１３年１３年6.7兆円）兆円）兆円）兆円）
� スーパーマーケットは横ばい（９８年スーパーマーケットは横ばい（９８年スーパーマーケットは横ばい（９８年スーパーマーケットは横ばい（９８年12.6兆円兆円兆円兆円→１３年１３年１３年１３年13.1兆円）兆円）兆円）兆円）
� コンビニは拡大（９８年６兆円コンビニは拡大（９８年６兆円コンビニは拡大（９８年６兆円コンビニは拡大（９８年６兆円→１３年は１３年は１３年は１３年は9.9兆円）兆円）兆円）兆円）



� 上位上位上位上位4444社の寡占状態社の寡占状態社の寡占状態社の寡占状態

� 寡占化の背景は大量出店を可能とする資本力や確立された高度な店舗開発・運営システム、商寡占化の背景は大量出店を可能とする資本力や確立された高度な店舗開発・運営システム、商寡占化の背景は大量出店を可能とする資本力や確立された高度な店舗開発・運営システム、商寡占化の背景は大量出店を可能とする資本力や確立された高度な店舗開発・運営システム、商
品力などと想定される品力などと想定される品力などと想定される品力などと想定される

� フランチャイズシステムを主体とするコンビニ業界（店舗の運営主体はフランチャイズシステムを主体とするコンビニ業界（店舗の運営主体はフランチャイズシステムを主体とするコンビニ業界（店舗の運営主体はフランチャイズシステムを主体とするコンビニ業界（店舗の運営主体はFCFCFCFCオーナーであり本部はオーナーであり本部はオーナーであり本部はオーナーであり本部は
商品開発や店舗運営指導）において、下位チェーンの商品開発や店舗運営指導）において、下位チェーンの商品開発や店舗運営指導）において、下位チェーンの商品開発や店舗運営指導）において、下位チェーンのFCFCFCFCオーナーがより収益が見込めるチェーオーナーがより収益が見込めるチェーオーナーがより収益が見込めるチェーオーナーがより収益が見込めるチェー
ンへの看板かえをすることも想定され、寡占化が進む可能性が高い（丸三レポートンへの看板かえをすることも想定され、寡占化が進む可能性が高い（丸三レポートンへの看板かえをすることも想定され、寡占化が進む可能性が高い（丸三レポートンへの看板かえをすることも想定され、寡占化が進む可能性が高い（丸三レポート2014.32014.32014.32014.3））））

売上高比較（コンビニにおける売上高）
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� 業種総合計ではスーパーのほうがコンビニより売上高は高い業種総合計ではスーパーのほうがコンビニより売上高は高い業種総合計ではスーパーのほうがコンビニより売上高は高い業種総合計ではスーパーのほうがコンビニより売上高は高い

� 個別企業では、セブン個別企業では、セブン個別企業では、セブン個別企業では、セブン----イレブンの売上高が高いイレブンの売上高が高いイレブンの売上高が高いイレブンの売上高が高い

売上高比較（スーパーにおける売上高）
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� 上位上位上位上位3333社は純増傾向社は純増傾向社は純増傾向社は純増傾向

� 大手以外は減少傾向大手以外は減少傾向大手以外は減少傾向大手以外は減少傾向

� 全国展開はローソンとファミリーマートのみ全国展開はローソンとファミリーマートのみ全国展開はローソンとファミリーマートのみ全国展開はローソンとファミリーマートのみ

コンビニエンスストアチェーン店の国内店舗数推移
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今回扱う企業
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所在地所在地所在地所在地 東京都千代田区二東京都千代田区二東京都千代田区二東京都千代田区二

番町番町番町番町8888----8888

東京都品川区大崎東京都品川区大崎東京都品川区大崎東京都品川区大崎

一丁目一丁目一丁目一丁目11111111番番番番2222号号号号

広島県広島市安佐広島県広島市安佐広島県広島市安佐広島県広島市安佐

北区安佐町大字久北区安佐町大字久北区安佐町大字久北区安佐町大字久

地地地地665665665665----1111

創業創業創業創業 1973197319731973年（昭和年（昭和年（昭和年（昭和48484848年）年）年）年）

11111111月月月月20202020日日日日

1975197519751975年（昭和年（昭和年（昭和年（昭和50505050年）年）年）年）

4444月月月月15151515日日日日

1976197619761976年（昭和年（昭和年（昭和年（昭和51515151年）年）年）年）

4444月月月月20202020日日日日

国内チェーン全店国内チェーン全店国内チェーン全店国内チェーン全店

売上高合計売上高合計売上高合計売上高合計

2222兆兆兆兆4,9874,9874,9874,987億億億億5555千千千千4444百百百百

万円万円万円万円

1111兆兆兆兆6661666166616661億円億円億円億円 924924924924億億億億32323232百万円百万円百万円百万円

店舗数店舗数店舗数店舗数 15,00015,00015,00015,000店店店店 11,13011,13011,13011,130店店店店 713713713713店店店店

従業員数従業員数従業員数従業員数 6,0706,0706,0706,070人人人人 3,4243,4243,4243,424人人人人 661661661661人人人人

店舗分布店舗分布店舗分布店舗分布 一部進出していない一部進出していない一部進出していない一部進出していない

地域あり地域あり地域あり地域あり

47474747都道府県に進出都道府県に進出都道府県に進出都道府県に進出 中国地方を中心に中国地方を中心に中国地方を中心に中国地方を中心に

展開展開展開展開

主要株主主要株主主要株主主要株主 セブンセブンセブンセブン&&&&アイ・ホールアイ・ホールアイ・ホールアイ・ホール

ディングス（ディングス（ディングス（ディングス（100%100%100%100%））））

三菱商事株式会社三菱商事株式会社三菱商事株式会社三菱商事株式会社

32.36%32.36%32.36%32.36%

目黒俊治（代表取締目黒俊治（代表取締目黒俊治（代表取締目黒俊治（代表取締

役会長）役会長）役会長）役会長） 28.31%28.31%28.31%28.31%



セブン-イレブンの沿革
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年年年年 沿革沿革沿革沿革

1973197319731973年年年年 株式会社ヨークセブンを設立し、アメリカ本社のサウスランド社とライセンス契約を締結株式会社ヨークセブンを設立し、アメリカ本社のサウスランド社とライセンス契約を締結株式会社ヨークセブンを設立し、アメリカ本社のサウスランド社とライセンス契約を締結株式会社ヨークセブンを設立し、アメリカ本社のサウスランド社とライセンス契約を締結

1974197419741974年年年年 東京都江東区に第東京都江東区に第東京都江東区に第東京都江東区に第1111号店「豊洲店」を出店（号店「豊洲店」を出店（号店「豊洲店」を出店（号店「豊洲店」を出店（1111号店が豊洲なのは、初フランチャイズに応募した号店が豊洲なのは、初フランチャイズに応募した号店が豊洲なのは、初フランチャイズに応募した号店が豊洲なのは、初フランチャイズに応募した
のが同地で営んでいた酒屋「山本茂商店」の店主、山本憲司だったため。のが同地で営んでいた酒屋「山本茂商店」の店主、山本憲司だったため。のが同地で営んでいた酒屋「山本茂商店」の店主、山本憲司だったため。のが同地で営んでいた酒屋「山本茂商店」の店主、山本憲司だったため。

1975197519751975年年年年 福島県郡山市虎丸店で福島県郡山市虎丸店で福島県郡山市虎丸店で福島県郡山市虎丸店で24242424時間営業開始時間営業開始時間営業開始時間営業開始

1976197619761976年年年年 ベンダーの集約化、共同配送開始ベンダーの集約化、共同配送開始ベンダーの集約化、共同配送開始ベンダーの集約化、共同配送開始

1978197819781978年年年年 社名を株式会社セブン社名を株式会社セブン社名を株式会社セブン社名を株式会社セブン----イレブン・ジャパンに改称イレブン・ジャパンに改称イレブン・ジャパンに改称イレブン・ジャパンに改称

1982198219821982年年年年 POSPOSPOSPOS（販売時点情報管理）システム開始。（販売時点情報管理）システム開始。（販売時点情報管理）システム開始。（販売時点情報管理）システム開始。EOBEOBEOBEOB（（（（電子電子電子電子発発発発注台帳注台帳注台帳注台帳）による発）による発）による発）による発注注注注開始開始開始開始

1991199119911991年年年年 米米米米国サウスランド社の株式を国サウスランド社の株式を国サウスランド社の株式を国サウスランド社の株式を取得取得取得取得しセブンしセブンしセブンしセブン----イレブンイレブンイレブンイレブン ((((米米米米国国国国))))をををを子子子子会社化会社化会社化会社化

2001200120012001年年年年 イトーヨーカイトーヨーカイトーヨーカイトーヨーカ堂堂堂堂と共同出資により「株式会社アイと共同出資により「株式会社アイと共同出資により「株式会社アイと共同出資により「株式会社アイワワワワイイイイババババンクンクンクンク銀行銀行銀行銀行（（（（現：現：現：現：セブンセブンセブンセブン銀行銀行銀行銀行）」設立）」設立）」設立）」設立

2005200520052005年年年年 セブンセブンセブンセブン----イレブン・ジャパン、イトーヨーカイレブン・ジャパン、イトーヨーカイレブン・ジャパン、イトーヨーカイレブン・ジャパン、イトーヨーカ堂堂堂堂、、、、デデデデニーズジャパンのニーズジャパンのニーズジャパンのニーズジャパンの3333社で株式移社で株式移社で株式移社で株式移転転転転によりによりによりにより持持持持株会株会株会株会
社・セブン社・セブン社・セブン社・セブン&&&&アイ・アイ・アイ・アイ・ホホホホーーーールディルディルディルディンンンンググググス設立ス設立ス設立ス設立

2007200720072007年年年年 独自独自独自独自のののの電子電子電子電子ママママネネネネー「ー「ー「ー「nanaconanaconanaconanaco（ナナコ）」を（ナナコ）」を（ナナコ）」を（ナナコ）」を各各各各店舗で導店舗で導店舗で導店舗で導入入入入開始開始開始開始

2007200720072007年年年年 「セブン「セブン「セブン「セブンププププレミアム」をセブンレミアム」をセブンレミアム」をセブンレミアム」をセブン----イレブン店舗でイレブン店舗でイレブン店舗でイレブン店舗で 販売開始販売開始販売開始販売開始



セブン-イレブン 店舗展開について
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セブン-イレブン PBについて
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セブン-イレブン 物流について
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オムニチャネル

13

総総総総額額額額１０００１０００１０００１０００億億億億円の円の円の円の投投投投資とされるセブン資とされるセブン資とされるセブン資とされるセブン＆＆＆＆アイのビッアイのビッアイのビッアイのビッグデグデグデグデーーーータタタタシステム開発システム開発システム開発システム開発ププププロジェクトは、ロジェクトは、ロジェクトは、ロジェクトは、最近流通最近流通最近流通最近流通
業を業を業を業を中心中心中心中心にににに注目注目注目注目される「オムニチャされる「オムニチャされる「オムニチャされる「オムニチャネルネルネルネル」と」と」と」と呼呼呼呼ばれるばれるばれるばれる仕組仕組仕組仕組みをみをみをみを構築構築構築構築するものだ。するものだ。するものだ。するものだ。消費者消費者消費者消費者がががが持ち歩持ち歩持ち歩持ち歩いていていていて
いるスマートフいるスマートフいるスマートフいるスマートフォォォォンをンをンをンを媒介媒介媒介媒介に、に、に、に、ECECECEC（（（（電子電子電子電子商商商商取引取引取引取引）サイトや）サイトや）サイトや）サイトや実実実実店舗など店舗など店舗など店舗など様々様々様々様々なチャなチャなチャなチャネルネルネルネルをををを統統統統合する。合する。合する。合する。在庫在庫在庫在庫
管理や配送を管理や配送を管理や配送を管理や配送を効率効率効率効率化するほか、ビッ化するほか、ビッ化するほか、ビッ化するほか、ビッグデグデグデグデーーーータ分析タ分析タ分析タ分析によってによってによってによって顧客顧客顧客顧客へのマーケテへのマーケテへのマーケテへのマーケティィィィンンンング施策グ施策グ施策グ施策を高度化すを高度化すを高度化すを高度化す
る。る。る。る。((((3333////11111111日経日経日経日経））））

• http://wwwhttp://wwwhttp://wwwhttp://www....nikkeinikkeinikkeinikkei....com/article/DGXNAcom/article/DGXNAcom/article/DGXNAcom/article/DGXNASFSFSFSFKKKK2803280328032803L_YL_YL_YL_Y4444AAAA220C1000000220C1000000220C1000000220C1000000////

今ま今ま今ま今までのでのでのでの買買買買いいいい物物物物は、は、は、は、単単単単にカにカにカにカタタタタロロロロググググを見て、を見て、を見て、を見て、
あるいは店舗で商品をあるいは店舗で商品をあるいは店舗で商品をあるいは店舗で商品を直接直接直接直接確確確確認認認認してしてしてして購入購入購入購入
するといったするといったするといったするといった流流流流れであった。れであった。れであった。れであった。対対対対してオムニしてオムニしてオムニしてオムニ
チャチャチャチャネルネルネルネル時時時時代代代代は、スマートフは、スマートフは、スマートフは、スマートフォォォォンをンをンをンを活用活用活用活用しししし
てててて事前事前事前事前に、あるいは店舗にに、あるいは店舗にに、あるいは店舗にに、あるいは店舗に行行行行ったったったった際際際際にににに他他他他
店との店との店との店との価格価格価格価格のののの比較比較比較比較をするというをするというをするというをするという行為行為行為行為が発が発が発が発
生生生生する。する。する。する。

来来来来店時に「チェックイン店時に「チェックイン店時に「チェックイン店時に「チェックイン機機機機能」でポイントや能」でポイントや能」でポイントや能」でポイントや
クーポンをクーポンをクーポンをクーポンを獲得獲得獲得獲得し、さらにし、さらにし、さらにし、さらにSSSSNNNNSSSSをををを活用活用活用活用するするするする
ことで、リアことで、リアことで、リアことで、リアルルルルととととネネネネットのットのットのットの空空空空間を間を間を間を自由自由自由自由にににに飛飛飛飛
び回び回び回び回るるるる画期的画期的画期的画期的なステージが展開するなステージが展開するなステージが展開するなステージが展開する

http://diamondhttp://diamondhttp://diamondhttp://diamond....jp/articles/jp/articles/jp/articles/jp/articles/----////25710257102571025710



ローソンの沿革
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年年年年 沿革沿革沿革沿革

1975197519751975年年年年 ダイダイダイダイエエエエーローソン（株）設立ーローソン（株）設立ーローソン（株）設立ーローソン（株）設立

1977197719771977年年年年 24242424時間営業開始時間営業開始時間営業開始時間営業開始

1988198819881988年年年年 POSPOSPOSPOS（販売時点情報管理）システム導（販売時点情報管理）システム導（販売時点情報管理）システム導（販売時点情報管理）システム導入入入入開始開始開始開始

1997199719971997年年年年 47474747都都都都道府道府道府道府県出店県出店県出店県出店達成達成達成達成

1998199819981998年年年年 環境環境環境環境ママママネネネネジメントシステム「ジメントシステム「ジメントシステム「ジメントシステム「IIIISO14001SO14001SO14001SO14001」」」」取得取得取得取得

2001200120012001年年年年 「ナチ「ナチ「ナチ「ナチュュュュララララルルルルローソン」ローソン」ローソン」ローソン」1111号店開店号店開店号店開店号店開店

2000200020002000年年年年 三三三三菱菱菱菱商商商商事事事事と業と業と業と業務提携務提携務提携務提携

2008200820082008年年年年 ププププライベートブランド「ライベートブランド「ライベートブランド「ライベートブランド「ババババリリリリュュュューライン」を全国に拡大ーライン」を全国に拡大ーライン」を全国に拡大ーライン」を全国に拡大

2010201020102010年年年年 ププププライベートブランド「ローソンセレクト」発売開始ライベートブランド「ローソンセレクト」発売開始ライベートブランド「ローソンセレクト」発売開始ライベートブランド「ローソンセレクト」発売開始

2010201020102010年年年年 共共共共通通通通ポイントポイントポイントポイントププププロロロロググググラム「ラム「ラム「ラム「PPPPontaontaontaonta（ポン（ポン（ポン（ポンタタタタ）」サービス開始）」サービス開始）」サービス開始）」サービス開始

2010201020102010年年年年 HMVHMVHMVHMVジャパン株式会社をジャパン株式会社をジャパン株式会社をジャパン株式会社を連連連連結結結結子子子子会社化会社化会社化会社化



ローソン ポイントカード
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エンターテイメントとの融合
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多様な形態の店舗展開

17



ポプラの沿革
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年年年年 沿革沿革沿革沿革

1974197419741974年年年年 1111号店「号店「号店「号店「流川流川流川流川店（店（店（店（広広広広島市島市島市島市中中中中区）」を開店区）」を開店区）」を開店区）」を開店

1983198319831983年年年年 FCFCFCFC店舗店舗店舗店舗1111号店「本号店「本号店「本号店「本浦浦浦浦店（店（店（店（広広広広島市島市島市島市南南南南区）」を開店区）」を開店区）」を開店区）」を開店

1991199119911991年年年年 POSPOSPOSPOSシステムを全店導システムを全店導システムを全店導システムを全店導入入入入し、商品し、商品し、商品し、商品単単単単品管理をス品管理をス品管理をス品管理をスタタタタートートートート

1991199119911991年年年年 株式会社株式会社株式会社株式会社弁当弁当弁当弁当のポのポのポのポププププラを合ラを合ラを合ラを合併併併併、、、、弁当惣菜弁当惣菜弁当惣菜弁当惣菜のののの製製製製販販販販一貫一貫一貫一貫体体体体制整備制整備制整備制整備

2009200920092009年年年年 改改改改正薬事法対正薬事法対正薬事法対正薬事法対応の応の応の応の医薬医薬医薬医薬品品品品取扱取扱取扱取扱店としてコンビニ店としてコンビニ店としてコンビニ店としてコンビニ＆＆＆＆ドラッドラッドラッドラッググググ業態の展開ス業態の展開ス業態の展開ス業態の展開スタタタタートートートート

2010201020102010年年年年 接客接客接客接客マイスマイスマイスマイスタタタターーーー制制制制度導度導度導度導入入入入

� 元々は、広島市中区流川にあった小さな酒類卸商がルーツ。1974年（昭和49年）にコンビニ業態に変更し、
コンビニとしての歴史が始まる。1976年（昭和51年）に法人化。店舗数は業界9位で全国的な知名度はあ
まり高くないが、中国地方に限れば店舗数や規模などは大手チェーンにも引けをとらない。

� 地場系チェーンから全国チェーンへの脱却を目指してM&Aを推進。酒類卸商を中心に多数の子会社を傘
下に収めるが、近年は吸収合併（および子会社の解散）を立て続けに行い（2004年度から現在までに約
100社を吸収合併）、ポプラ本体への事業集約を進めている。M&Aによって店舗網を拡大してきたため、グ
ループ内でも「ポプラ(ポプラpal)」のほか、「生活彩家」（せいかつさいか）、「ハイウェイ彩家」（ハイウェイさ
いか）、「くらしハウス」、「スリーエイト」といった複数のブランドネームを有する。他のコンビニチェーンと比
べてオフィス・ホテル・病院への出店など出店形態が多様化しているのも特徴。

� 社訓は「お客様第一」。社名・店名の由来は、植物のポプラと「ポピュラー（popular）」を掛け合わせたもの。



ポプラの特徴
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ポプラポプラポプラポプラ 他のコンビニ他のコンビニ他のコンビニ他のコンビニ

弁当システムの弁当システムの弁当システムの弁当システムの

特徴１特徴１特徴１特徴１

「「「「HOTHOTHOTHOT弁当」（愛称：ポプ弁）はおかずのみが入った（ご飯弁当」（愛称：ポプ弁）はおかずのみが入った（ご飯弁当」（愛称：ポプ弁）はおかずのみが入った（ご飯弁当」（愛称：ポプ弁）はおかずのみが入った（ご飯

の部分が空になっている）弁当が陳列されており、弁当購の部分が空になっている）弁当が陳列されており、弁当購の部分が空になっている）弁当が陳列されており、弁当購の部分が空になっている）弁当が陳列されており、弁当購

入時に店舗内で炊いたご飯（通称：店炊きご飯、パールラ入時に店舗内で炊いたご飯（通称：店炊きご飯、パールラ入時に店舗内で炊いたご飯（通称：店炊きご飯、パールラ入時に店舗内で炊いたご飯（通称：店炊きご飯、パールラ

イスのこしひかりを使用）を後から詰めるスタイルイスのこしひかりを使用）を後から詰めるスタイルイスのこしひかりを使用）を後から詰めるスタイルイスのこしひかりを使用）を後から詰めるスタイル

ご飯とおかずがパック詰めされ冷蔵ご飯とおかずがパック詰めされ冷蔵ご飯とおかずがパック詰めされ冷蔵ご飯とおかずがパック詰めされ冷蔵

されたものが陳列されたものが陳列されたものが陳列されたものが陳列

弁当システムの弁当システムの弁当システムの弁当システムの

特徴２特徴２特徴２特徴２

自社による米飯・惣菜の製造、加盟店への卸、配送の一自社による米飯・惣菜の製造、加盟店への卸、配送の一自社による米飯・惣菜の製造、加盟店への卸、配送の一自社による米飯・惣菜の製造、加盟店への卸、配送の一

貫体制を採用（ポプラが元々夜間に営業する店としてス貫体制を採用（ポプラが元々夜間に営業する店としてス貫体制を採用（ポプラが元々夜間に営業する店としてス貫体制を採用（ポプラが元々夜間に営業する店としてス

タートしており、創業当時は夜間に販売できる弁当を製造タートしており、創業当時は夜間に販売できる弁当を製造タートしており、創業当時は夜間に販売できる弁当を製造タートしており、創業当時は夜間に販売できる弁当を製造

できる業者がなく、安定して弁当や総菜を供給するためにできる業者がなく、安定して弁当や総菜を供給するためにできる業者がなく、安定して弁当や総菜を供給するためにできる業者がなく、安定して弁当や総菜を供給するために

自社製造につながったもの）自社製造につながったもの）自社製造につながったもの）自社製造につながったもの）

総菜類の製造や卸・配送を別会社に総菜類の製造や卸・配送を別会社に総菜類の製造や卸・配送を別会社に総菜類の製造や卸・配送を別会社に

委託している事例が多い委託している事例が多い委託している事例が多い委託している事例が多い

医薬品販売医薬品販売医薬品販売医薬品販売 店舗内に薬局（ドラッグストア）を併設している店舗が複数店舗内に薬局（ドラッグストア）を併設している店舗が複数店舗内に薬局（ドラッグストア）を併設している店舗が複数店舗内に薬局（ドラッグストア）を併設している店舗が複数

存在する。傘下のキリン堂薬局などが店舗内の一角に販存在する。傘下のキリン堂薬局などが店舗内の一角に販存在する。傘下のキリン堂薬局などが店舗内の一角に販存在する。傘下のキリン堂薬局などが店舗内の一角に販

売コーナーを構える形で設けられている。通常のコンビニ売コーナーを構える形で設けられている。通常のコンビニ売コーナーを構える形で設けられている。通常のコンビニ売コーナーを構える形で設けられている。通常のコンビニ

エンスストアでは販売できない、第エンスストアでは販売できない、第エンスストアでは販売できない、第エンスストアでは販売できない、第2222類と第類と第類と第類と第3333類に分類され類に分類され類に分類され類に分類され

る一般用医薬品を販売している。る一般用医薬品を販売している。る一般用医薬品を販売している。る一般用医薬品を販売している。

数は少ないものの、調剤薬局と提携数は少ないものの、調剤薬局と提携数は少ないものの、調剤薬局と提携数は少ないものの、調剤薬局と提携

することで調剤薬局を併設した店舗することで調剤薬局を併設した店舗することで調剤薬局を併設した店舗することで調剤薬局を併設した店舗

をオープンさせる事例ありをオープンさせる事例ありをオープンさせる事例ありをオープンさせる事例あり

ロイヤリティロイヤリティロイヤリティロイヤリティ 加盟店にとって有利な売上ロイヤリティ制度（大手に比べ加盟店にとって有利な売上ロイヤリティ制度（大手に比べ加盟店にとって有利な売上ロイヤリティ制度（大手に比べ加盟店にとって有利な売上ロイヤリティ制度（大手に比べ

て格段に低いて格段に低いて格段に低いて格段に低い3%3%3%3%）を取る。ただし「最低補償金」制度はな）を取る。ただし「最低補償金」制度はな）を取る。ただし「最低補償金」制度はな）を取る。ただし「最低補償金」制度はな

い。フランチャイズ中途解約に伴う違約金が発生しないのい。フランチャイズ中途解約に伴う違約金が発生しないのい。フランチャイズ中途解約に伴う違約金が発生しないのい。フランチャイズ中途解約に伴う違約金が発生しないの

も特徴。も特徴。も特徴。も特徴。

粗利分配方式粗利分配方式粗利分配方式粗利分配方式

地域密着型地域密着型地域密着型地域密着型 広島県と包括協定を締結し、首都圏の店舗で県のブラン広島県と包括協定を締結し、首都圏の店舗で県のブラン広島県と包括協定を締結し、首都圏の店舗で県のブラン広島県と包括協定を締結し、首都圏の店舗で県のブラン

ドショップ「ＴＡＵ」の商品を販売するなどの取り組みを実ドショップ「ＴＡＵ」の商品を販売するなどの取り組みを実ドショップ「ＴＡＵ」の商品を販売するなどの取り組みを実ドショップ「ＴＡＵ」の商品を販売するなどの取り組みを実

施、鳥取県では、地元の応援キャンペーンとしてサッカー施、鳥取県では、地元の応援キャンペーンとしてサッカー施、鳥取県では、地元の応援キャンペーンとしてサッカー施、鳥取県では、地元の応援キャンペーンとしてサッカー

ＪリーグＪ２チームの「ガイナーレ鳥取」とのタイアップ企画ＪリーグＪ２チームの「ガイナーレ鳥取」とのタイアップ企画ＪリーグＪ２チームの「ガイナーレ鳥取」とのタイアップ企画ＪリーグＪ２チームの「ガイナーレ鳥取」とのタイアップ企画

や、ガイナーレ・ポプラ店舗の出店などの取り組みを実施や、ガイナーレ・ポプラ店舗の出店などの取り組みを実施や、ガイナーレ・ポプラ店舗の出店などの取り組みを実施や、ガイナーレ・ポプラ店舗の出店などの取り組みを実施

----



総合収益性比較

（１）総合収益性分析

H23年2月期（Ａ） H24/2期（Ｂ） H25/2期（Ｃ）

Ａ．総資本当期純利益率（ＲＯＡ）

セブン-イレブン 7.51 7.03 7.55

ローソン 5.33 4.68 5.72

ポプラ ▲ 3.05 ▲ 4.68 0.03

Ｂ．自己資本当期純利益率（ＲＯＥ）

セブン-イレブン 9.55 9.12 9.84

ローソン 12.18 11.59 14.42

ポプラ ▲ 6.86 ▲ 11.94 0.08

20

■ROA
� セブン-イレブンが最も高い
� ポプラは当期純利益がマイナスであるため、数値が悪い

■ROE
� ローソンはROEをKPIとしているため、セブン-イレブンより高い



売上高利益率比較

（２）売上高利益率分析

H23年2月期（Ａ） H24/2期（Ｂ） H25/2期（Ｃ）

Ａ．売上高対総利益率（粗利益率）

セブン-イレブン 85.72 88.4 89.33

ローソン 67.57 67.38 70.28

ポプラ 28.15 27.62 27.9

Ｂ．売上高対営業利益率

セブン-イレブン 30.8 31.79 30.24

ローソン 12.59 12.9 13.59

ポプラ 0.57 0.78 0.37

Ｃ．売上高対経常利益率

セブン-イレブン 32.08 32.93 31.43

ローソン 12.37 12.89 13.52

ポプラ 0.63 0.85 0.44

Ｄ．売上高対当期純利益率

セブン-イレブン 18.58 17.48 18.21

ローソン 5.75 5.2 6.81

ポプラ ▲ 0.96 ▲ 1.45 0.01

Ｅ．売上高対販売管理費比率

セブン-イレブン 54.91 56.62 59.09

ローソン 54.98 54.48 56.69

ポプラ 27.58 26.84 27.53 21

■売上高総利益率
� セブン-イレブンが最も高い
� ポプラは他の2社と比べて低い

■販管費
� ポプラが他の2社と比較し低い



売上高比較（チェーン店合計）

22

セブン-イレブン ローソン ポプラ

売上高（百万）

平成22年度 2,947,606 1,502,754 90,725 

平成23年度 3,280,512 1,621,328 92,432 

平成24年度 3,508,444 1,693,435 86,810 

店舗数

平成22年度 13,232 9,994 700 

平成23年度 14,005 10,457 700 

平成24年度 15,072 11,130 713 

直営店比率

平成22年度 3.29 9.9 41.14

平成23年度 2.91 9.5 42.14

平成24年度 2.95 7.9 45.86

平均日販（千円）

平成22年度 629 513 366

平成23年度 669 546 360

平成24年度 668 547 346

ロイヤリティ※ - 売上総利益率の４３％ 総粗利益高✕３４％ 売上の3%

※契約形態により異なる（例：自身で店舗を用意するか否か等）

� セブン-イレブン、ローソンはFCからのロイヤリティ収入がメインである（直営店が少ない）
� ポプラは、直営店比率が高い
� 日販（1店舗の1日あたりの売上）は、セブン-イレブンが高い



安全性分析（短期）
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（６）短期支払能力分析

H23年2月期（Ａ） H24/2期（Ｂ） H25/2期（Ｃ）

Ａ．流動比率

セブン-イレブン 186.88 171.97 167.95

ローソン 75.29 73.47 75.19

ポプラ 77.78 86.94 84.2

Ｂ．当座比率

セブン-イレブン 76.13 18.44 19.12

ローソン 49.8 47.43 47.87

ポプラ 42.32 52.38 43.8

■流動比率
� セブン-イレブンは150％を超えているものの、ローソン、ポプラは100%を下回ってい
る
� ローソン、ポプラは短期の支払い能力は低い
■当座比率
� 3社とも低い水準
� セブン-イレブンは、H24/2に現金から預け金に勘定が変わっているため大幅に低下し
たと考えられる



安全性分析（長期）

（７）資本の案定性分析

H23年2月期（Ａ） H24/2期（Ｂ） H25/2期（Ｃ）

Ａ．自己資本比率

セブン-イレブン 78.63 77.12 76.76

ローソン 42.74 39.73 39.06

ポプラ 44.4 39.21 36.88

Ｂ．負債比率

セブン-イレブン 27.18 30.56 30.27

ローソン 128.35 147.58 151.89

ポプラ 125.21 155.02 171.15

（８）調達と運用の適合性分析

H23年2月期（Ａ） H24/2期（Ｂ） H25/2期（Ｃ）

Ａ．固定長期適合率

セブン-イレブン 77.92 80.69 83.25

ローソン 116.79 118.45 117.5

ポプラ 115 108.5 108.75

Ｂ．固定比率

セブン-イレブン 79.03 83.84 87.01

ローソン 158.79 172.97 173.56

ポプラ 154.63 167.61 189.77
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■自己資本比率、負債比率
� セブン-イレブンは負債が少なく自己資本比率が高い
� ローソン、ポプラは負債比率が高い
■固定長期適合率、固定比率
� セブン-イレブンは100%を下回っているが、ローソン、ポプラは100%を上回っておりかつ上
昇傾向にあるため改善の余地あり



効率性

（４）回転率・回転期間分析

H23年2月期（Ａ） H24/2期（Ｂ） H25/2期（Ｃ）

Ａ．総資本回転率

セブン-イレブン 0.4 0.4 0.41

ローソン 0.93 0.9 0.84

ポプラ 3.18 3.24 2.95

Ｂ．固定資産回転率

セブン-イレブン 0.65 0.62 0.62

ローソン 1.33 1.29 1.22

ポプラ 4.64 4.92 4.22

Ｃ．売上債権回転期間

セブン-イレブン 6.11 6.17 7.29

ローソン 13.37 14.88 19

ポプラ 3.18 2.93 3.14

Ｄ．棚卸資産回転期間

セブン-イレブン 1.38 1.22 1.27

ローソン 5.8 6.15 6.71

ポプラ 9.64 8.65 9.14

Ｅ．買入債務回転期間

セブン-イレブン 72.65 77.97 74.91

ローソン 67.33 67.26 65.29

ポプラ 26.7 25.62 23.98
25

■総資本回転率
セブン-イレブン、ローソンは低い水準にあり、ポプラより効率性が低い
■棚卸資産回転期間
� セブン-イレブンは直営店比率が高いため、特に短いと想定される
■買入債務回転期間
� フランチャイズへの債務が多いため数値が大きくなっていると想定される



コンビニ業界の課題
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国内が飽和状態の中での客層拡大

• 高齢者、女性など

• 単身世帯の取り込み

• 海外展開

• 地域限定品（弁当など）

• 医薬品販売

訴訟リスク訴訟リスク訴訟リスク訴訟リスク

• 廃棄ロス訴訟

• フランチャイズ契約



主な勘定科目
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勘定科目勘定科目勘定科目勘定科目 意味意味意味意味

預け金預け金預け金預け金 預け金とは、取引預け金とは、取引預け金とは、取引預け金とは、取引先先先先、、、、役員役員役員役員、、、、従従従従業業業業員員員員などになどになどになどに対対対対して一時して一時して一時して一時的的的的に預けた金に預けた金に預けた金に預けた金額額額額をををを管理管理管理管理するするするする

ための勘定科目をいう。ための勘定科目をいう。ための勘定科目をいう。ための勘定科目をいう。

取引取引取引取引先先先先にににに対対対対する預け金のする預け金のする預け金のする預け金の場合場合場合場合、例え、例え、例え、例えばばばば、、、、差差差差入入入入保証保証保証保証金という勘定科目なども使用金という勘定科目なども使用金という勘定科目なども使用金という勘定科目なども使用

されることがある。されることがある。されることがある。されることがある。

加盟店加盟店加盟店加盟店借借借借勘定勘定勘定勘定 FCFCFCFC加盟店の加盟店の加盟店の加盟店の本本本本部に部に部に部に対対対対するするするする債務債務債務債務をををを指指指指す。す。す。す。各各各各FCFCFCFC加盟店から発加盟店から発加盟店から発加盟店から発注注注注された商品を一括された商品を一括された商品を一括された商品を一括

してしてしてして仕仕仕仕入れ入れ入れ入れFCFCFCFC加盟店の加盟店の加盟店の加盟店の代わ代わ代わ代わりにりにりにりに個個個個々の々の々の々の仕仕仕仕入入入入先先先先にににに対対対対するするするする支払支払支払支払金金金金額額額額をををを計算計算計算計算しししし支払支払支払支払

いをいをいをいを代行代行代行代行している。している。している。している。

長期貸付長期貸付長期貸付長期貸付金金金金 主主主主にににに家主家主家主家主（店舗の（店舗の（店舗の（店舗の土土土土地・地・地・地・建物所建物所建物所建物所有者）への有者）への有者）への有者）への建建建建設協設協設協設協力力力力金、金、金、金、FCFCFCFC加盟店への加盟店への加盟店への加盟店への本本本本部部部部融資融資融資融資

などなどなどなど

差差差差入入入入保証保証保証保証金金金金 店舗の店舗の店舗の店舗の賃貸契賃貸契賃貸契賃貸契約において約において約において約において賃料賃料賃料賃料の数カの数カの数カの数カ月月月月分の分の分の分の保証保証保証保証金を金を金を金を家主家主家主家主にににに差差差差し入れているものし入れているものし入れているものし入れているもの

加盟店加盟店加盟店加盟店貸貸貸貸勘定勘定勘定勘定 本本本本部の部の部の部のFCFCFCFC加盟店に加盟店に加盟店に加盟店に対対対対するするするする債務債務債務債務。すべての。すべての。すべての。すべてのFCFCFCFC加盟店は加盟店は加盟店は加盟店は日日日日々の売上金などを々の売上金などを々の売上金などを々の売上金などを本本本本部部部部

に送金しており、「売上に送金しており、「売上に送金しており、「売上に送金しており、「売上債権債権債権債権：加盟店：加盟店：加盟店：加盟店借借借借勘定」を勘定」を勘定」を勘定」を超過超過超過超過するするするする場合場合場合場合がある。がある。がある。がある。そそそそのののの場合場合場合場合にににに

計計計計上される上される上される上される

預り金預り金預り金預り金 公共料公共料公共料公共料金などの金などの金などの金などの収納代行収納代行収納代行収納代行にににに関関関関する預り金が中する預り金が中する預り金が中する預り金が中心心心心

売上売上売上売上高高高高 直直直直営店の売上営店の売上営店の売上営店の売上高高高高

加盟店からの加盟店からの加盟店からの加盟店からの収収収収入入入入 FCFCFCFCからのロイヤリティからのロイヤリティからのロイヤリティからのロイヤリティ収収収収入入入入


